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2018 International  Conference on Management and 

Operat ions Research (ICMOR 2018)は 2018 年 7 月 7 日～ 7 月

9 日中国・北京市にて開催された。この大会に参加し，”  An 

Invest igation on Relat ionship between Workers’ Performance in 

Cell Production and their  Five Factor  Personality ”を題目とす

る研究発表を行った。  

セル生産の効率と作業者の適性との関連を調べるため

に，セル生産に関する実験を行い，また作業者の適性を評

価するために，Five-Factor Model (FFM)に基づくアンケート

調査 FFPQ-50 を実施した。 FFPQ-50 アンケート結果に対し

て因子分析を行い，作業者の適性として内向性⇔外向性，  

分離性⇔愛着性，自然性⇔統制性，非情動性⇔情動性，現

実性⇔遊戯性を抽出した。この５つの適性と作業時間との

関連を調べた結果，作業者の非情動性と遊戯性が作業効率

に有意な正的相関をもち，作業者の内向性が作業効率に寄

与する傾向にあることが明らかになった。  

本研究は，中国南昌大学管理学院祝琴教授との共同研究

を通して得られた成果の一つでもある。   

  


